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緒言

上記計画による研究会が平成元年 9月12日(火)-14日(木)の三日間,本報告書の最後に収録さ

れているプログラムに従って京大基研大群義室において開催された｡ 近年,層状構造を有する

種々の複合化合物が新物質開発を目指して活発に研究され,二次元融解やセラミック超伝導をは

じめ多彩な興味ある物性が次々に見出されてきている｡このような状況にかんがみ,本研究計画

ではグラファイト層間化合物を中心暗,副題のような関連物質群を対象として採り上げ,それら

に見られる新奇な物性発現の機構について,一頃個々の対象の特殊性を離れて一般的な共通の視

点から検討することを主眼目とした｡研究会q)プログラムには,このような企図を墳極的に推進

すべく, 世帯人である上村 洗氏の発案によって.由連するテーマを集めたパネル討論形式のシ

ンポジュウムが組み込まれた｡ 今回は(I_)GICの磁気相転移と秩序化過程,(2)酸化物超伝導体

の磁性,および(3)三元系 GICにおける 20金属水琴,の三つのテーマについて試行されたが,

司会者の協力もあって仲々議論が活発に展開され,初めての試みではあったが一応所期の目標を

達成し得たと思っている｡

この研究会の開催に当って関係各位からいろいろ御支援と御教示をいただいた｡又,事務面で

は京大･基研･第7研の見択事務官,京工繊大･工芸の島技官に大変お世話にTJ:った,併せて感謝の

意を表したい｡･

平成元年11月 松浦基浩
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